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で
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会
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現
在
開
催
中
の
企
画
展
で
す
が
、
展
示
作

品
の
解
説
を
含
め
た
鑑
賞
会
を
開
催
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
作
品
や
作
者
に
つ
い
て
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
を
作
成
し
た
担
当
か
ら
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
含
め
て
お
話
し
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
り
お
詳

し
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
意

見
を
頂
戴
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。 新

穂資
料
館

友
の
会
だ
よ
り
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展
示
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す

展
示
室
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（
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面
入
り
口
右
手
）

土
田
麦
僊

雉
子
（
素
描
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山
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浦
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皿
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（
田
川
吾
川
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細
口
花
生

鶴
子
窯

灰
釉
壺

小
平
窯
（
三
浦
小
平
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杯
五
種

島
窯
（
依
田
久
仁
夫
）

青
瓷

ｰ
ｰ

碗

ｺ

ﾋ

島
窯
の
依
田
久
仁
夫
氏
は
現
在
、
軽
井
沢

在
住
で
す
。
佐
渡
で
は
島
集
落
の
高
野
喜
久

雄
の
生
家
に
住
み
、
長
浜
数
右
衛
門
に
師
事

し
て
陶
芸
に
向
き
合
い
ま
し
た
。
氏
は
佐
渡

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

人
々
は
良
く
も
悪
く
も
隣
人
を
大
切
に
し

助
け
合
っ
て
生
き
て
い
た
。

そ
の
島
は
牧
歌
的
で
居
心
地
の
良
い
抱
擁

と
し
て
の
村
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
す
べ
て
が

島
の
中
で
完
結
し
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
。

展
示
室
②
（
正
面
入
り
口
左
手
）

佐
山
大
業

書
軸

秋
野
不
矩

日
本
画

淡
紅
梅

吉
岡
堅
二

日
本
画

鶺
鴒
の
図

本
間
守
拙

書
軸

宮
田
藍
堂

書
軸

佐
々
木
象
堂

日
本
画

鶏
図

高
野
喜
久
雄

詩
碑
原
稿

高
橋
信
一

版
画

菱
川
勉

水
彩
画

土
屋
比
我
子

拓
本

多
岐
に
わ
た
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
山
田
氏

の
趣
味
嗜
好
だ
け
で
は
な
く
、
佐
渡
に
関
わ

る
芸
術
家
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
心
の
現
れ

で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

(

稲
穂
の
つ
ぶ
や
き)

展
示
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
来
館
者
の
方
々
か
ら

「
山
田
さ
ん
の
作
品
は
展
示
し
な
い
の
か
」
と
、

た
び
た
び
問
わ
れ
ま
す
。

山
田
武
夫
氏
の
作
品
は
次
回
の
企
画
展
（
５
月

日
～
６
月

日

予
定
）
で
公
開
し
ま
す
。
初

24

22

期
の
陶
芸
作
品
か
ら
晩
年
の
県
展
賞
受
賞
作
ま
で

作
風
の
推
移
が
分
か
る
よ
う
な
展
示
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
若
）

新
穂
歴
史
民
俗
資
料
館

０
２
５
９
（
２
２
）
３
１
１
７

※
入
館
料

大
人

円

小
中
学
生

円

200

100

（
た
だ
し
、
佐
渡
市
民
で

歳
以
上
の
方
は
無
料

65

と
な
り
ま
す
。
確
認
で
き
る
運
転
免
許
証
な
ど

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
）

※
月
曜
休
館
・
入
館
は
午
後
４
時
半
ま
で

（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）

【
令
和
７
年
４
月

日

発
行
】
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